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ハ
サ
ミ
、
カ
ミ
ソ
リ
、
バ
リ
カ
ン
は
、
理
髪
店
の
三
種
の
神
器
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
カ
ミ
ソ

リ
は
、
ド
イ
ツ
・
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ル
を
持
つ
の
が
床
屋
の
誇
り
と
い
っ
た
こ
だ
わ
り
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
カ
ミ
ソ
リ
を
砥
石
で
研
ぐ
親
父
さ
ん
の
姿
を
懐
か
し
く
憶
え
て
い
る
方
々
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
太
め
の
髪
を
と
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
を
真
っ
二
つ
に
し
て
切
れ
味
を
試
す
。
そ
の
仕
種
が
プ
ロ

と
し
て
の
仕
事
中
で
の
間
の
取
り
方
な
の
で
し
ょ
う
か
…
。 

 

カ
ミ
ソ
リ
、
ハ
サ
ミ
と
い
う
の
は
、
理
容
器
具
の
な
か
で
も
、
そ
の
使
い
方
に
お
い
て
も
繊
細
な

感
じ
が
す
る
も
の
で
す
が
、
三
種
の
神
器
の
な
か
の
バ
リ
カ
ン
は
見
か
け
か
ら
で
も
、
大
き
く
い
え

ば
ブ
ル
ド
ー
ザ
様
で
も
あ
り
ま
す
が
、
面
白
く
い
え
ば
カ
ブ
ト
ム
シ
或
い
は
カ
ニ
を
金
属
製
の
器
械

に
し
た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
別
と
し
て
も
と
も
と
バ
リ
カ
ン
は
、
明
治
期
に
日
本
に

輸
入
さ
れ
た
最
初
の
も
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
バ
リ
カ
ン
・
エ
・
ユ
ー
ル
社
の
も
の
だ
っ
た
の
で
、
製

作
所
名
に
ち
な
ん
で
、
そ
の
名
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
差
状
の
把
手
に
親
指
と
中
指
を

か
け
て
作
動
し
ま
す
が
、
刃
親
が
横
に
動
い
て
髪
の
毛
を
カ
ッ
ト
す
る
手
動
片
手
刈
型
で
、
一
厘
・

三
厘
・
五
厘
・
一
分
・
二
分
・
三
分
・
五
分
刈
り
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。 

昭
和
二
十
年
の
戦
前
・
戦
後
、
子
供
の
坊
主
刈
り
が
一
般
的
だ
っ
た
頃
は
、
こ
の
バ
リ
カ
ン
が
大

い
に
主
役
と
し
て
働
い
た
も
の
で
す
。
長
髪
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
坊
ち
ゃ
ん
刈
り
」
な
の
で
、
襟
足

か
ら
カ
チ
、
カ
チ
、
カ
チ
ッ
と
入
れ
て
側
頚
部
の
上
へ
と
刈
り
上
げ
て
い
く
。
頭
頂
の
髪
の
毛
と
バ

リ
カ
ン
で
上
げ
た
境
目
の
段
差
を
ハ
サ
ミ
で
カ
ッ
ト
し
て
い
く
。
お
で
こ
の
前
髪
も
ハ
サ
ミ
で
一
直

線
に
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
の
で
一
糸
乱
れ
ず
き
れ
い
な
の
だ
が
、
カ
ッ
コ
い
い
か
、
ど
う
か
は
別
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
理
髪
店
で
の
話
で
あ
り
ま
す
が
．
．．。 

本
来
、
昔
は
各
家
庭
に
バ
リ
カ
ン
が
あ
っ
て
、
父
親
や
母
親
に
よ
っ
て
手
動
式
の
バ

リ
カ
ン
で
、
私
た
ち
は
坊
主
頭
に
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
手
際
よ
く
い
け
ば
、
カ
ッ
コ

は
い
い
の
で
す
が
、
切
れ
味
が
悪
い
と
バ
リ
カ
ン
に
残
っ
て
い
る
毛
が
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て

痛
い
思
い
を
し
た
り
、
バ
リ
カ
ン
の
底
部
が
襟
足
や
揉
み
上
げ
に
当
た
る
と
冷
た
く
ヒ

ヤ
ッ
と
し
た
も
の
で
す
。
と
ら
刈
り
に
さ
れ
た
懐
か
し
い
髪
刈
り
も
あ
り
ま
し
た
ね
。 

そ
れ
も
時
代
も
変
わ
り
、
今
で
は
カ
ミ
ソ
リ
を
砥
石
で
研
ぐ
姿
も
見
ら
れ
な
い
し
、

こ
の
手
動
式
バ
リ
カ
ン
な
ど
は
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
理
髪
店
で
も
私
た
ち
の
目
か
ら
消

え
去
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
望
洋
荘
に
は
、
昔
懐
か
し
い
バ
リ
カ
ン
に
て
私
た
ち

と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は
か
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
が
沢
山
い
ま
す
。 

今
は
全
て
電
気
仕
掛
け
に
な
っ
て
電
動
バ
リ
カ
ン
が
大
き
な
顔
を
し
て
動
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
こ
に
は
優
し
さ
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
分
皆
さ
ん
の
温
か
い
優
し
い

手
を
添
え
て
話
し
の
な
か
に
入
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

               

第 ２ ３ 号 

平成 1７年 

１０月発行 

１０月２５日（火）とても暖かい日に、入居者様全

員を正面玄関前に集合して頂き、ボーリング大会を開

催いたしました。はじめにリハビリ体操を約１０分十

分に身体をほぐしてから大会開始。簡単の様ですが、

なかなかコントロールするのが難しく、当たってもボ

ールの勢いが弱くピンが倒れてくれない。最後はゲー

トボール用のロッドでボール打つ様にしました。 
浜風にふれる外はやっぱり気持ちが良いですね！ 



林家 正雀師匠  
（第 20回いわき寄席 H４ .12.８） 
 

雀百マデ 

          噺忘レズ 

三遊亭 歌武蔵師匠  
（第 61回いわき寄席 H12.3.27） 
努力に 

憾み 

なかりしか 

三遊亭 歌武蔵師匠  
（第 61回いわき寄席 H12.3.27） 
犬も喰わない 
けんかに花を 
咲かす長屋の 

人だかり 

三遊亭 歌武蔵師匠  
（第 61回いわき寄席 H12.3.27） 
親友を 

悪友と呼べる 

仲の良さ 

三遊亭 右左喜師匠  
（第 80回いわき寄席 H15.5.7）  
右の人も 

左の人も 

喜んで 
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九
月
号
に
引
き
続
き
、
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致

し
ま
す
。 

 

林
家 

正
雀
師
匠（
今
ま
で
に
二
回
出
演
）の
作
品
で
す
。 

○
第
二
〇
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
四
年
十
二
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

蟇
の
油
、
紙
屑
屋
、
紺
屋
高
尾 

○
第
七
五
回
い
わ
き
寄
席 
平
成
十
四
年
七
月
二
四
日 

大
師
の
杵
、
牡
丹
橙
記
、
浜
野
矩
随 

  
           

三
遊
亭 

右
左
喜
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
八
〇
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
五
年
五
月
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

不
動
坊
、
小
言
幸
兵
衛
、
竹
の
水
仙 

            

三
遊
亭 

歌
武
蔵
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
六
一
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
二
年
三
月
二
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

支
度
部
屋
外
伝
、
猫
の
皿
、
茶
金 

                                    

   
 

 
 

一
〇
月
十
三
日
（
水
）
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
立
川
ぜ
ん

馬
師
匠
・
三
遊
亭
鳳
楽
師
匠
を
招
き
、
い
わ
き
市
平
『
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル 

椿
山
荘
』
に
て
『
望
洋
荘
開
設
３
周

年
記
念
い
わ
き
寄
席
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

約
二
五
〇
名
の
ご
来
場
を
頂
き
盛
大
に
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

                          

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
② 

「
望
洋
荘
開
設
３
周
年
記
念
い
わ
き
寄
席
」
を 

開
催
致
し
ま
し
た
。 
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一
〇
月
一
二
日
（
水
）
ス
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
原
へ
買
い
物
・
外
食
ツ
ア
ー
に
出
掛
け
ま
し
た
。 

一
〇
〇
円
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
日
用
品
・
衣
料
品
・
お
菓
子
な
ど
の
買
い
物
を
し
て
来
ま
し
た
。 

                        

   

一
〇
月
一
九
日
（
水
）
午
後
か
ら
『
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
』
に
出
か
け
て
来
ま
し
た
。 

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、
売
店
で
買
い
物
を
し
た
り
皆
様
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

                        

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 
「
買
い
物
・
外
食
ツ
ア
ー
」
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

久しぶりのお買い物に、最初は何を買おうか戸惑っていた様子ですが、店内を色々と
見ているうちに、欲しい物も見付かり皆様大きな買い物袋をぶら下げていました。 
昼食はショッピングセンター内のレストラン？で、其々食べたい物を注文して美味し
そうに食べられていました。 

 常夏の島『ハワイ』にやって来た！という感じで中はすごく暖かく、皆様アイスクリ
ームやジュース片手にフラダンスショーを見学されました。中には舞台に上がってフラ
ダンスを踊ったりと楽しく過ごされました。普段とは全然違う表情に私達もびっくりし
ました。 



介
護
老
人
福
祉
施
設 

『
望
洋
荘
』 

 
職
員
紹
介
＆

コ
メ
ン
ト
集 
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生
活
相
談
員 

勝
見 

博
也 

  

生
活
相
談
員
の
勝
見
博
也
と
申
し
ま
す
。 

七
月
に
入
社
し
四
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
心
理
学
を
学
ん

で
来
て
い
ま
す
が
、
心
理
関
係
の
現
場
実
戦
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
さ
ら
に
「介
護
」に
関
し
て
は
全
く
の
素
人
で
す
。
八
月
〜
十

月
は
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
で
介
護
職
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
発
見
・経
験
の
連
続
で
、
学
ん
で
来
た
事
が
ど
れ
ほ
ど
応
用

出
来
て
役
立
て
ら
れ
る
の
か
正
直
な
と
こ
ろ
未
だ
よ
く
判
り
ま

せ
ん
。
十
一
月
か
ら
は
本
格
的
に
相
談
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
し
ば
ら
く
は
勉
強
不
足
故
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
活
相
談
員 

坂
本 

伯
仁 

  

望
洋
荘
へ
入
社
し
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
以
前
に
も
在

宅
生
活
の
施
設
等
で
生
活
相
談
業
務
を
七
年
間
ほ
ど
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
識
や
経
験
も
未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
自
身
を
磨
き
、
色
々
な
知
識
を
身
に

付
け
、
入
居
者
様
・ご
家
族
様
に
信
頼
い
た
だ
け
る
様
、
努
力
致

し
ま
す
。 

 

今
は
、
日
常
の
仕
事
に
慣
れ
る
事
で
精
一
杯
で
す
が
、
生
活
相

談
員
と
し
て
一
日
も
早
く
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
不
安
や
悩
み
等
を
受
け
止
め
て
、
そ
の

人
の
立
場
に
立
っ
た
援
助
を
し
て
行
き
、
皆
様
が
笑
顔
で
『望
洋

荘
に
来
て
良
か
っ
た
』
と
思
っ
て
頂
け
る
様
に
、
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

  

『望
洋
荘
』の
各
部
門
の
内
部
の
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月
は
地

下
一
階
「久
之
浜
・波
立
海
岸
通
り
」で
す
。
久
之
浜
・波
立
海

岸
通
り
に
は
、
当
直
室
（毎
日
、
職
員
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
交

代
で
宿
直
し
、
入
居
者
様
の
安
全
管
理
及
び
、
施
設
内
の
警
備

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
）・
や
す
ら
ぎ
の
間
・準
備
室
・厨
房
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の
準
備
室
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

準
備
室
は
入
居
者
様
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
利
用
者
様
の

衣
類
・タ
オ
ル
な
ど
の
洗
濯
と
修
繕
及
び
、
施
設
内
の
補
修
点
検

の
作
業
室
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

                   

 

準
備
室
に
は
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
様
な

大
型
の
洗
濯
機
一
台
と
乾
燥
機
が
二
台
、
汚
物
除
去
機
が
一
台
、

感
染
防
止
の
洗
濯
機
（高
温
で
殺
菌
出
来
ま
す
）が
一
台
あ
り
ま

す
。
三
人
の
職
員
で
一
日
午
前
と
午
後
の
二
回
洗
濯
さ
れ
ま

す
。 

 

洗
濯
物
は
乾
燥
後
一
つ
一
つ
手
で
た
た
み
（こ
の
時
に
ほ
こ
ろ
び

な
ど
あ
れ
ば
修
繕
し
ま
す
）入
居
者
様
毎
に
分
け
お
部
屋
ま
で

配
達
し
ま
す
。
今
は
、
衣
替
え
の
季
節
で
あ
り
夏
物
の
衣
類
と
こ

れ
か
ら
使
う
冬
物
の
衣
類
を
洗
濯
し
て
フ
ル
活
動
で
す
。 

 

最
後
に
ご
家
族
様
へ
お
願
い
で
す
が
、
衣
替
え
を
迎
え
衣
類
を

お
持
ち
に
な
る
事
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
衣
類
へ
必

ず
『氏
名
』を
油
性
マ
ジ
ッ
ク
で
記
入
す
る
か
、
名
前
を
記
入
し
た

布
を
縫
い
付
け
る
か
し
て
く
だ
さ
い
。
又
洗
濯
出
来
な
い
ウ
ー
ル

製
品
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

                 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
七
年
十
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 
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０
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（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

『
望
洋
荘
』
に
住
ん
で
み
て 

第
９
話 

 

久
之
浜
・波
立
海
岸
通
り
は
、
地
下
一
階
に
あ
り
、
そ
の
場

所
は
、
望
洋
荘
に
来
荘
さ
れ
る
際
、
登
っ
て
く
る
坂
の
中
間
地

点
（施
設
で
最
初
に
見
え
る
）の
右
側
に
あ
り
ま
す
。 

準
備
室
へ
は
、
正
面
玄
関
を
入
り
直
ぐ
右
へ
曲
が
り
奥
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
前
を
通
っ
て
突
き
当
た
り
の
階
段
を
地
下
に
下
が

り
左
に
曲
が
っ
て
突
き
当
た
り
の
左
側
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

夏
に
は
、
坂
の
途
中
に
植
え
て
い
る
『
ひ
ま
わ
り
』
が
綺
麗
で

す
。
ま
た
太
平
洋
が
一
望
出
来
、
『サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
』フ
ェ
リ
ー
や

貨
物
船
が
通
る
の
が
見
え
ま
す
。 


